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	本研究では①令和３年度事業で検討されたBPSD予防ケアのチェックリスト（以下、委員会リスト）の実用性を検証する、②「BPSDの客観的評価」「全人的アセスメント」「PDCAサイクルで繰り返すチームアプローチ」の3つの要素に準じたケアを行う介入群と通常ケアを行う対照群のクラスターランダム化比較試験を実施し、その効果検証を行う、の2点を目的とした。以降①を研究事業A、②を研究事業Bとする。

